
論 文

１. はじめに

前稿では､ 情報通信関連産業の情報技術や情

報通信技術などの発展により､ その分野におい

て再度概念・実証研究などが進んでいる ｢ネッ

トワーク外部性｣ の概念について歴史的にレビュー

しながら､ その概念を紹介し､ 若干の整理と検

討を行い､ ｢ネットワーク外部性｣ の概念が流

通・マーケティング論おいて､ 今後重要になっ

てくることを指摘した｡３)

｢ネットワーク外部性｣ とは､ 需要側の規模

の経済といわれているように､ 需要側の客体す

なわち消費者などが自ら参加している携帯電話､

一般電話､ パソコンの��などのような技術的
システムのネットワークやサービスのネットワー
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｢ネットワーク外部性｣ が存在する市場の特徴について
スイッチングコストとロックイン効果の基礎的考察��������������������������������������������������������������������������������������������������������������

【概 要】

｢ネットワーク外部性｣１) が存在する市場には､ 多くの特徴がある｡ その中でもっとも検

討しなくてはならない特徴は､ ｢スイッチングコスト｣ と､ それにともなう ｢ロックイン効

果｣ である｡ ｢スイッチングコスト｣ は ｢消費者が財の購入元を変更する際に変更しないと

きと比べて労力や資源を余分に投入する必要がある場合､ その余分な労力や資源｣２) である｡

とくに情報通信関連産業では､ この問題に必ず直面する｡

また､ それを利用して､ 関係するステークホルダーを囲い込み､ 既存のネットワークに加

入していた消費者が､ 新規のネットワークに参加するときに ｢スイッチングコスト｣ が発生

し､ サンク・コストの壁ができると､ その利用者を既存のネットワークに拘束する方向に作

用することになり､ そのネットワークから移動することが､ 困難になってくる｡ このような

現象を ｢ロックイン効果｣ と呼ぶ｡ この両方の概念は､ 今後��＆���を基盤とした産業の
流通やマーケティングの世界でとても重要な概念になってくる｡

今後は､ 流通やマーケティング論におけるより多くの ｢ネットワーク外部性｣ における

｢スイッチングコスト｣ と ｢ロックイン効果｣ の概念研究と実証研究等が望まれる｡
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クなどを通じて､ ネットワーク規模が大きけれ

ば大きいほど､ その財やサービスの消費によっ

て得られる効用が高まる効果である｡

流通・マーケティング論において ｢ネットワー

ク外部性｣ 概念を取り上げ､ なぜその概念に注

目するのかについて､ それは ｢ネットワーク外

部性｣ が存在する市場において､ 他の市場では

みられない､ 独特でユニークな特徴が存在し､

それが､ 情報技術や情報通信技術を通じた流通・

マーケティング戦略を検討するうえで重要な特

徴になると思われるからである｡ そこで本稿で

は ｢ネットワーク外部性が存在している市場の

特徴｣ に注目し､ その特徴を述べる上で､ とく

にその市場における消費者の消費行動に影響す

る特徴の一つとしての ｢スイッチングコスト｣

とそれと密接に関係している ｢ロックイン効果｣

についてレビューし､ 整理して若干の検討を加

えたいと思う｡

２. 市場の組織化をめぐる問題

情報通信関連産業の発展は､ 生産者のみなら

ず､ 消費者段階までの一連の情報システム化や

ネットワーク化が進み､ 市場の組織化または組

織の市場化の双方を進めていることは周知のこ

とであろう｡

樺島は､ 情報通信関連産業の発展が ｢��革
命｣ と言われた中､ その大きな特徴として､

｢��革命は��によって可能となった市場の取
引費用の革命的低減と､ 組織の組織化費用の革

命的低減をきっかけに､ 新たな均衡状態へと向

かう社会や経済の動きである｡｣ と述べている｡

つまり､ 流通やマーケティングにおいて主に最

終段階の客体である消費者の段階まで取引費用

の低減をもたらし､ 一方では､ 消費者を含めた

組織化費用を低減させる２つの費用低減作用が

相互作用的に進むことを示しているのではない

だろうか｡ 例えばインターネット内の取引によっ

て､ 供給側も需要側もそれぞれ取引費用の革命

的低減作用がすすんでいると思われる｡４)

その産業のめまぐるしい発展により､ それら

の産業と関わりのある多くの市場は変質しつつ

ある｡ まず､ 第１に､ 市場での取引が市場を含

んだ組織的意思決定の影響を受けていることで

あろう｡ 消費者の需要をも取り込んで形成され

るサプライチェーンなどは､ 膨大な情報ネット

ワーク形成のもとに､ 企業を中心とし､ 市場を

取り込んで､ 一つの企業ネットワークグループ

のように取引している｡ 消費者もその企業のも

とで製品やサービス､ あるいはブランドなどを

通じたあらゆるマーケティング戦略によって刺

激を受けた購買活動の中で､ それらのコミュニ

ティ組織に属しているように思われる｡ そして､

そのブランドロイヤリティの構築によって､ 顧

客との関係は商品購買１回限りのものではなく

長期的・継続的なものになっている｡

第２に､ 市場メカニズムは主に価格情報を中

心として動いているが､ 先進国においては､ 商

品の脱コモディティ化に伴い､ 価格情報以外の

情報の比重が重くなっている｡ いわゆるサービ

スやデザインなどの比重が重くなり､ 商品はさ

まざまにソフト化されて初めて価値が出るよう

になっているからである｡

そして第３に､ 上記のような商品においては､

作り手､ 売り手､ 買い手などの相互関係にあら

かじめ共通の目的や価値が共有され､ 関係する

ステークホルダーとの間に信頼関係ができあがっ

ており､ その商品の効用が共有されて初めて取

引が成立するのである｡ 市場の中で相対してい
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ても､ 商品によって目的を達成するために売り

手と買い手は協働するのである｡

このような傾向がある市場の変化は､ マーケ

ティング戦略においてリレーションシップマー

ケティングのように顧客との長期的・継続的関

係を中心課題とするマーケティング概念の浸透､

さらには����������マーケティング理論の発
展により､ 個人や個性化した顧客との関係をい

かにして構築するのかが目的となっているため

である｡ それは､ 情報通信関連産業の発展と共

にそれが実現されることができるようになった

ことがあげられる｡ 通信関連サービスの発展に

より､ 顧客との顔が見えるコミュニケーション

活動など､ 個人対応のマーケティング戦略が広

がっていることからも､ 市場の影響と組織の影

響が相互に組織化へと進んでいるのである｡

｢ネットワーク外部性｣ の市場への影響につ

いては､ 製品またはサービス､ ハードまたはソ

フトなり､ その外部性の拡大によって市場のい

わゆる ｢囲い込み｣ が進む｡ その市場の ｢囲い

込み｣ はシステム的､ 心理的､ そして社会的関

係まですすんでいるといえよう｡ 現在､ その組

織ネットワークの拡大競争ならびに差別化競争

などに情報関連サービス産業の戦略のトレンド

は進んでいると思われる｡

つまり､ 情報通信関連産業における ｢ネット

ワーク外部性｣ が存在する市場はこのような取

引費用と組織化の費用の低減が顕著に表れる市

場であり､ それがのちに述べる ｢スイッチングコ

スト｣ への影響と､ それに伴う ｢スイッチング

コスト｣ の壁が同じく顕著に表れる市場となる

のである｡

かつて����ウィリアムソンは､ 市場と企業
組織とのあいだの中間組織の問題を取引コスト

の概念から研究したが､ 現代の大きなこの変化

をふまえて､ その取引コストの問題を再検討す

べきではないだろうか｡５)

このように取引費用の低減と組織化費用の低

減が基盤となっていた情報通信関連産業は､ 確

かに組織と消費者との関係のほかに流通やマー

ケティングに関係するすべての当事者間におけ

る心理的・社会的関係まで組織化を進めていく｡

そして消費者は ｢ネットワーク外部性｣ と ｢ス

イッチングコスト｣､ ロックインの問題に直面

するのである｡

３. スイッチングコストについて

前述したが､ ｢ネットワーク外部性｣ が存在

する市場には多くの特徴と性質がある｡ ネット

ワーク外部性を分析する際にはそのさまざまな

その特徴と性質にも注目しなくてはならない｡

まず､ 情報通信関連産業の市場では､ 本稿で

若干検討する ｢スイッチングコスト｣ と ｢ロッ

クイン効果｣ を考慮しなくてはならない｡ それ

は個人段階､ 営利組織＆非営利組織段階､ 一般

社会段階などにおいて起こることがある｡ つま

り市場におけるすべての主体と客体に影響を与

える可能性があるのである｡

｢ネットワーク外部性｣ が存在する市場､ 特

に情報通信関連産業の市場では､ 需要側ではネッ

トワークによる相互依存性によるその ｢ネット

ワーク外部性｣ の効果によって市場のシェアを

獲得するとその市場において競争者は市場シェ

アの対抗手段をとることは徐々に困難になる｡

その市場には､ 供給側と需要側の相互依存性

と消費者同士のネットワークの結びつきをさらに

強くする特徴が存在する｡ その特徴の一つが ｢ス

イッチングコスト｣ と ｢ロックイン効果｣ なので

｢ネットワーク外部性｣ が存在する市場の特徴について (秋吉浩志)
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ある｡� スイッチングコストとはなにか

そもそも経済学や経営学､ 特にマーケティン

グにおけるスイッチングとはなにか｡ ｢顧客が

ある製品やサービスから他の製品やサービスに

切り替えることを意味し､ 取引の維持 (����������) あるいは反復購買の反対概念｣ として使
用されている｡６)

そして､ ｢スイッチングコスト｣ とは､ ｢消費

者が財の購入元を変更する際に変更しないとき

と比べて労力や資源を余分に投入する必要があ

る場合､ このような余分な労力や資源｣ を ｢ス

イッチングコスト｣ と呼んでいる｡７)

しかし､ ｢スイッチングコスト｣ の概念研究

は､ すでに経済学､ 経営学を中心とした各分野

において幅広く研究がなされている｡ 経済学で

は､ 先述のウィリアムソンに代表される企業組

織等における ｢取引費用｣ のとらえ方が中心の

アプローチであり､ 主に産業材市場に代表され

るように一旦取引が開始され､ ある特定の企業

との取引のために設備的・物理的投資が先行さ

れた場合には､ そのような経済的投資コストが

新規参入者に対して大きな参入障壁になると同

時に既存の取引企業に対しては取引から離脱す

ることを困難にする障壁にもなりうることが指

摘されている｡ したがって､ 初期の経済学にお

いては､ それらの設備的・物理的投資にかかる

経済コストに主たる焦点が合わされていた｡８)

しかし､ 経済学に等において､ 主に価格競争

を中心とした市場の論理が､ 現代ではブランド

戦略競争やデザイン価値競争､ サービス競争な

ど､ あらたに追加・拡張された競争論理が働い

て市場が成立していることを無視することはで

きなくなっている｡

たとえば､ 立原・野口はその内容について､

①心理的なものから､ ②実際金銭的費用として

発生するもの､ また､ ③ ｢手間｣ というたとえ

ばサービスへの自主的参加要素も含まれている

と述べている｡９)

さらに矢崎は､ ①変更後の財と互換性を持つ

補完財の入手に掛る対価や手間､ ②新購入元と

の間に取引関係を構築する際に掛かる手間､ ③

以前の購入元との間の取引関係を打ち切ること

に掛かる対価や手間､ ④変更後の財の使用への

習熟に掛かる手間､ ⑤変更に伴う心理的な負担

などを提示している｡10)

また､ ��������������は､ 通信関連産業の
具体例から ｢スイッチングコスト｣ を①契約費

用：契約を破棄した側が支払うべき費用や補償､

訓練と修得､ 新システム導入による生産性の低

下と訓練・修得の費用､ ②データ交換：データ

の新フォーマット変換費用､ ③探索費用：新製

品の探索や買い物をする費用､ ④ブランド変更

費用：お得意様向けプログラム､ などのように

金銭的コストに限定して整理している｡11)

中村は�������������������の分類を提示
し､ 通信関連産業のネットワーク効果が存在す

る市場のスイッチングコストを①新しいサービ

スに関する不確実性､ ②新しいサービスに対す

る事前の調査費用③新しいサービスに変更した

後の学習費用④セットアップ費用⑤旧サービス

の埋没費用⑥サービスに伴うパフォーマンスの

低下などと分類している｡12)

つまり､ 消費者は参加しているネットワーク

に存在する財やサービスを消費することから得

られる便益が､ 過去にそれと同一､ または互換

的な財やサービスを消費した経験の大きさに依

存するという､ 過去の時間を通じた需要におけ

る規模の経済が存在し､ かつ財やサービスの購
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入元を切り替えるとこの規模の経済を全く､ あ

るいは不完全にしか享受することができない場

合に ｢スイッチングコスト｣ が働くと捉えるこ

とができるのである｡13)

最近の研究において ｢スイッチングコスト｣

の分類について多くの分類がされているが､ 本

稿では図表１に示すように上記の分類も含めて�����������������������の ｢消費者が認

識するスイッチングコストの類型｣ を紹介した

い｡�����������������������はまず､ ｢スイッ
チングコスト｣ を､ 主として時間と努力の消費

を含む ｢手続き (手間) コスト｣､ 財政的には

かれる資源の損失を含む ｢金銭的スイッチング

コスト｣､ アイデンティティの損失とつながり

を壊すことの心理学的､ 感情的な不快に関わる

｢リレーショナルスイッチングコスト｣ の３つ

のタイプに大きく分ける｡

まず､ 第１に ｢手続き (手間) コスト｣ は､

消費をするときの行動リスク､ 金銭的リスク､

利便性のリスクなどを含む経済的リスクコスト､

スイッチングの決定を下すために必要とされる

探索および分析に関連した時間と努力などのコ

ストである｡ 評価コスト､ 学習コストは､ 製品

やサービスを有効に使用するために新しい技術

あるいはノウハウを得る時間と努力のコスト､

セットアップコストは､ 主に情報関連産業特有

のプロバイダー契約や新製品をセットアップす

る過程に関連した時間と努力のコストである｡

次に ｢金銭的スイッチングコスト｣ は､ 契約

上の継続リンケージに関する利益コスト､ メー

カーを乗り換えるために使用される金融ロスコ

スト､ 最後に ｢リレーショナルスイッチングコ

スト｣ は､ 顧客との関係を顧客が一緒に対話す

る人々が作った､ 帰属意識の契約を破ることに

関連した感情の損失という個人的リレーション

シップコスト､ ブランドリレーションシップロ

スコストはブランドへの帰属意識の結びつきが

壊れることに関連した感情の損失などを指して

いる｡14)

このように ｢スイッチングコスト｣ は市場や

組織に関連する当事者間 (ステークホルダー)

のあらゆる場面に存在している｡ そして､ この

スイッチングコストは次に述べるスイッチング

障壁となって､ 取引や消費のあらゆる場面に影

響を与えるようになってくる｡15)

｢ネットワーク外部性｣ が存在する市場の特徴について (秋吉浩志)
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図表１：消費者が認識するスイッチングコストの類型

手続き(手間)スイッチングコスト 金銭的スイッチングコスト リレーショナルスイッチングコスト

・経済的リスクコスト
・評価コスト
・セットアップコスト
・学習コスト

・利益ロスコスト
・金融ロスコスト

・個人的リレーションシップコスト
・ブランドリレーションシップコスト
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� スイッチング障壁

スイッチング障壁とは､ 顧客が製品やサービ

スを切り替えることが難しいか､ あるいは費用

がかかるようにする要素を指しており､ それを

乗り越えるさまざまな要因の壁をスイッチング

障壁という｡

それは市場において､ 企業組織がマーケティ

ング戦略を計画するにあたり､ 不特定多数の一

般消費者を対象とする消費財市場における ｢ス

イッチングコスト｣ の意識が高まり､ さらに顧

客の心理的・社会的なコストなどを ｢スイッチ

ングコスト｣ の概念に含める考え方が認知され

るにつれ､ 従来の経済的コスト中心であった

｢スイッチングコスト｣ の概念がその心理的・

経済的などに拡張された概念としてとらえられ

ているためである｡

｢スイッチングコスト｣ は､ 先に述べた経済

的コスト､ 心理的コスト､ 顧客と従業員関係､

その他のステークホルダーとの関係など､ さま

ざまな場面やシステム間などが考えられ､ それ

が障壁となって取引や消費に多様な影響を与え

ているのである｡

情報通信関連産業には ｢スイッチングコスト｣

やスイッチング障壁の問題は､ 必ずと言ってい

いほど付随するものと思ってよいだろう｡ 例え

ば､ 携帯電話における最近問題に取り上げられ

ていたナンバー・ポータビリティ制度は､ その

問題の軽減にある程度効果があったといえよう｡

しかし､ 従来から使用していた産業材や補完財､

自分が以前購入した携帯端末機器などに慣れて

いる消費者は､ 価格以外のところでさまざまな

｢スイッチングコスト｣ を認識し､ 同時にスイッ

チング障壁を感じるのである｡

また､ スイッチング障壁にも多様な形態が存

在していることが指摘されている｡ 朴は､ 顧客

ロイヤリティや顧客満足の視点からスイッチン

グ障壁を詳細に検討している｡ スイッチング障

壁にもさまざまな形態のものが存在し､ スイッ

チング障壁が ｢顧客の切り替えを難しくするこ

とで､ 顧客ロイヤリティを高める｣ という一次

的な観点からの検討するのではなく､ より多元

的な観点から求められるべきではないかと主張

し､ そのアプローチの一つとして､ 顧客の購買

態度および購買行動に対して､ 顧客を積極的に

引き寄せる肯定的スイッチング障壁 (������������������������) と顧客に ｢スイッチングし

たくない｣ または､ ｢スイッチングが難しい､

スイッチングしたら損になる｣ と思わせる否定

的スイッチング障壁 (�������������������������) の存在を指摘している｡16)
このように ｢スイッチングコスト｣ とスイッ

チング障壁は ｢ネットワーク外部性｣ と共に必

ず存在するものである｡ スイッチング障壁の種

類について詳細に検討することは膨大な量にな

るため今後の課題とするが､ このスイッチング

障壁が発生することによって､ 次節で検討する

｢ロックイン効果｣ が生まれるのである｡

４. ロックイン効果について

先述のように既存のネットワークに加入して

いた消費者が､ 新規のネットワークに参加する

ときにスイッチングコストが発生し､ サンク・

コストの壁ができると､ その利用者を既存のネッ

トワークに拘束する方向に作用することになり､

そのネットワークから移動することが､ 困難に

なり､ ネットワーク内に留まろうとする動きが

でてくる｡ このような現象を ｢ロックイン効果｣

と呼ぶ｡17)
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｢ロックイン効果｣ とは､ ある製品やサービ

ス､ さらにはブランドや心理・社会的関係など

から､ ほかの製品やサービス､ ブランドやその

他の関係などに移行するとき､ その費用が相当

な額やパワーになったりすると､ そのユーザー

が直面するさまざまな問題である｡

ロックインを引き起こすのは ｢ネットワーク

外部性｣ だけではない｡ もう一つの有力な要因

として考えられるのが､ これまで述べてきた

｢スイッチングコスト｣ なのである｡

｢スイッチングコスト｣ は､ すでにある財や

サービスなどを選んでいるがゆえに発生するコ

ストであり､ 同一の財やサービスを使い続ける

限りは発生しない｡ 例えば､ 以前のパソコンの��における�������対応とマック対応との
操作方法の相違が明確である場合に､ 操作方法

に互換性がないと､ 他の製品に切り替えるとま

た操作方法を覚えなければならないという負担

がかかる｡ また､ すでに使用している製品のソ

フトのような補完財あるいはファイルなどを多

数保有している場合は､ 切り替えによってそれ

らが無駄となるコストが発生する｡ また､ コン

ピュータ利用にあたって､ 工事や設置費用のよ

うな環境整備コストも ｢スイッチングコスト｣

となる｡ これら ｢スイッチングコスト｣ がある

ときも､ ユーザーは後から出た他社製品が少々

機能・価格面ですぐれていても､ 既存製品を使

い続けるので､ ｢ロックイン効果｣ が生じるの

である｡ このロックインという点では､ ｢スイッ

チングコスト｣ と ｢ネットワーク外部性｣ は同

じ効果を持つといえよう｡

しかし､ 両方の概念にはもともと大きな違い

がある｡ ｢ネットワーク外部性｣ によるロック

インは正のフィードバックがかかるので､ 特定

の財・サービス (正確にはそのインターフェー

ス) のシェアが高まる方向に圧力がかかる｡ し

かし､ ｢スイッチングコスト｣ はシェアにかか

わらず､ すべての製品について同じように働く

ので､ シェアの大きい企業が特に有利になるわ

けではない｡ たとえシェアが低い製品やサービ

スでも､ ユーザーがその操作方法に慣れており､

また補完財を多く持っていれば､ 同じように

｢スイッチングコスト｣ が発生し､ ユーザーは

その製品にロックインされる｡ ｢スイッチング

コスト｣ の効果は現状でのシェアの固定化であ

り､ 最大シェアの企業のシェアをさらに高める

わけではない｡18)

そこで､ 情報通信関連産業のマーケティング

戦略を計画する場合､ なるべく既存の製品やサー

ビスなどの使用者を他の新しい製品やサービス

などへの移行を抑え､ ロックインするための戦

略を常に計画しておかなくてはいけないのである｡

｢ロックイン効果｣ が発生する背景としては､

｢スイッチングコスト｣ で提示したなかで､ ①

これまでに投資した資産が他の用途に転用でき

ず､ サンク・コストが発生する場合､ ②あるネッ

トワークに加入したことで蓄積された情報やノ

ウハウが､ 他のネットワークでは利用できない

場合､ ③定められた期間を超えて利用する場合

に価格を割引､ 途中解約時に一定の補償金を請

求するなどの契約が締結される結果､ 顧客が最

初に加入したネットワークに拘束されるという

場合などが上げられる｡ それをマーケティング

戦略に当てはめてみても現在のマーケティング

戦略のなかでその方策が見られる｡

｢ロックイン効果｣ は､ とくに情報通信関連産

業に顕著にあらわれている｡ また､ この産業に

おけるロックインには､ さらに際立った特徴があ

る｡ それは ｢ロックイン効果｣ の継続期間が非

常に長く続く傾向が強いことである｡ つまり､
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機器類は消耗し､ 償却されて ｢スイッチングコ

スト｣ も下がっていくが､ 例えばパソコンの補

完財である､ ソフトやファイルは新しいバージョ

ンが出るたび､ 複雑化､ 強化され､ さらにはそ

のなかに蓄積されていくデーターベースは長時間

にわたって運用され成長していくため､ 時間が

経つにつれて ｢ロックイン効果｣ はより強力に

なるのである｡

例えば､ マイクロソフトオフィスのワープロ

ソフト ｢ワード｣ を使用していた人は､ ｢ワー

ド｣ を使用するたび､ ｢ワード｣ を使用するス

キルアップや､ さらに新しいバージョンが出た

ら継続的に使用する可能性が高いのである｡19)

このように､ ｢ロックイン効果｣ は､ ｢ネット

ワーク外部性｣ がはたらく情報通信関連産業を

通じて各産業や消費者までにも大きな影響を与

えているのである｡

５. ロックインのタイプとスイッチングコスト

あるネットワークサービスに参加 (加入) し

ている消費者が､ 互換性のない新たなネットワー

クサービスに変更し､ そのネットワークに参加

する場合､ 既存の ｢ネットワーク外部性｣ が障

害となり新たなネットワークへの移行がスムー

ズに行われないという問題が生じる｡

例えば､ 以前パソコンにおける ��を�������からマック��に変えようとすると
新しいシステムを習得しなければならず､ 大変

な労力とコストがかかっていた｡

このように既存のネットワークから新たなネッ

トワークに移る総費用を再述するが､ ｢スイッ

チングコスト｣ といい､ もし､ この費用が高く

なると新たなネットワークに移ることが困難に

なり､ そのネットワークにとどまってしまう｡

このような効果を再述するが､ ｢ロックイン効

果｣ という｡20)����������������は､ ユーザーの ｢ロック
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ロックインのタイプ スイッチングコスト

契約の義務と責任 賠償あるいは貸し倒れによる損失

産業材 (耐久財) の購入 機器の入れ替え､ 老朽化に伴い価値が低下

ブランドに特化したトレーニング 新規システムの習得｡ 直接的な出費と生産性の損失｡ 時間が経つほど増加｡

インフォメーションとデーター
ベース

データを新しいフォーマットに変換｡ 規模が大きくなるほど時間ととも
に増加｡

特殊な供給者
新規供給者への資金援助｡ その実力が期待以下あるいは維持できない場
合､ 時間とともに増加｡

探索費用
売り手と買い手の調査コストを合わせたもの｡ 替わりになる候補の調査
を含む｡

ロイヤリティプログラム 現在の供給者から得られなかった利益｡ 使用を続けさせる必要性｡

図表２：ロックインのタイプと想定されるスイッチングコスト

出所：������������������������������������������������������������������(1998)�(千本倖生監訳 宮本喜一訳 ｢『ネッ
トワーク経済』 の法則｣ ���コミュニケーションズ､ 1999年､ 209ページ｡) を筆者が一部修正｡



イン効果｣ は情報経済においては日常的に起こ

ることであり､ その理由について､ 第１に､ 情

報はハードウエアをいくつも組み合わせて構築

されたシステムを使って保存､ 操作そしてやり

とりがされるということ｡ 第２に､ 個々のシス

テムを使用するにはそのためのトレーニングが

必要になるということを述べている｡ また ｢ネッ

トワーク外部性｣ が存在する市場においては､

｢ロックイン効果｣ は必ず発生する｡

そこで､ ����������������はロックインの
タイプを分類し､ それに対応した ｢スイッチン

グコスト｣ の内容を検討している｡ 図表２はそ

の分類と ｢スイッチングコスト｣ の内容である｡

それぞれの内容を詳細に検討するのは膨大にな

るため､ 簡単に紹介しておく｡

｢契約上の義務と責任｣ は､ 関係するステー

クホルダーとの契約や約束事に対する責任など

である｡ ｢産業材 (耐久財)｣ の購入は､ ���､
コピー機､ オペレーションシステムなどの事務

関係機器やシステムなど､ それに付随する補完

製品などである｡ 補完製品は一般的に互換性の

あるものは少ないため､ 他社の製品を購入する

ことは少ない｡ ｢ブランドに特化したトレーニ

ング｣ は､ あるワープロソフトを使いこなして

いる人が､ 別の全く経験したことのない新しい

ワープロソフトを使用することになると慣れ親

しんだソフトの習熟度が高いほど ｢スイッチン

グコスト｣ は高くなることなどである｡ ｢イン

フォメーションとデーターベース｣ は､ もとも

と持っている情報とデーターベース自体である｡

｢特殊な供給者｣ は特別な機器等を購入したと

き､ その供給者を選ぶとその供給者しか利用で

きないなどである｡ ｢探索費用｣ はいわゆる供

給者とユーザーとがビジネスマッチングするま

での探索コストである｡ 最後の ｢ロイヤリティ

プログラム｣ はいわゆるマイレージやポイント

カードなどによって､ その顧客をロックインす

るものである｡

このようにネットワーク間の互換性がない場

合は ｢スイッチングコスト｣ やさらにサービス

を提供するためのトレーニング費用などがかか

るのである｡

特にスイッチングコストは､ 情報の蓄積と､

互換性が重要な分野において市場の動きに多大

な影響を与えているのは間違いないだろう｡

６. おわりに

本稿では､ ｢ネットワーク外部性｣ が存在す

る市場での特徴について､ ｢スイッチングコス

ト｣ とロックイン効果というお互いが密接に関

係する概念について基礎的な考察をしたが､ 今

後の流通やマーケティング論の拡張論議を含め

た情報通信関連産業関連の市場の議論では大き

な影響を与えられてくるだろうと思われる｡

この情報通信関連産業は��革命と言われた
ころからインターネットを中心とした新たな流

通構造や形態の誕生､ マーケティング論におい

て新たなより多くの理論や実践研究などが誕生

したが､ 今後の情報関連産業において ｢ネット

ワーク外部性｣ と ｢スイッチングコスト｣ や

｢ロックイン効果｣ の特徴は､ ��に関係するす
べてのビジネスに存在する可能性のあるもので

あり､ 流通・マーケティングの分野で､ また､

経営戦略などのアプローチでは見逃すことので

きない特徴であることをあらためて強調したい｡

また､ それぞれの概念を基礎的・総合的に紹

介し､ 若干の検討をこころみたが､ ｢スイッチ

ングコスト｣ や ｢ロックイン効果｣ はいままで

｢ネットワーク外部性｣ が存在する市場の特徴について (秋吉浩志)

― 9 ―



の単純な経済的場面を中心としてきた範囲から､

心理的・社会的な関係をも含めた ｢スイッチン

グコスト｣ や ｢ロックイン効果｣ を検討しなく

てはならなくなっているのである｡

学問的アプローチとして ｢ネットワーク外部

性｣ と共にこの ｢スイッチングコスト｣ と ｢ロッ

クイン効果｣ は､ 需要側の規模の経済と言われ

ているように､ 消費者の購買によってもっとも

影響を受ける概念である｡ さらに ｢ロックイン

効果｣ は消費者の心理状態や社会的影響にも大

きな影響を受けるため､ 消費者行動論のアプロー

チからそれらの概念を検討することも必要なの

ではなかろうか｡

今後は､ その範囲の問題も含めて､ 情報関連

産業の発展によってどのように展開され､ 検討

されるのか､ または､ 新たな問題が出てくるの

かを慎重に検討しなくてはならないと思われる｡

注

１) ｢ネットワーク外部性｣ と類似の用語とし

て ｢ネットワーク効果｣ がある｡ ｢ネットワー

ク外部性｣ と ｢ネットワーク効果｣ との相異

は多く論じられているが､ ｢ネットワーク外

部性｣ は ｢ある経済主体の行為が市場を媒介

することなく影響を及ぼされるものを指す｣

ものである｡ ｢ネットワーク効果｣ と ｢ネッ

トワーク外部性｣ との相異等については､ 田

中辰雄他 ｢ブロードバンド市場の経済分析｣

慶応義塾大学出版会､ 2008年の70～71ページ

を参照のこと｡

２) 田中辰雄他 ｢ネットワーク外部性とスイッ

チングコストの経済分析｣ 競争政策研究セン

ター共同研究､ 2005年､ 17ページ｡

３) 秋吉浩志 『情報通信関連サービスの構造変

化と ｢ネットワーク外部性｣』 九州情報大学

大学紀要､ 第11巻､ 第１号､ 2009年｡

４) 樺島榮一郎 ｢��革命下における市場と組
織の情報文化 取引費用と組織化費用 ｣

情報文化学会論文誌､ ����７､ ���１､ 2000
年､ 67～68ページ｡

５) ��������������������������������������������������������������������������������������1975､ ����ウィリアムソン著；
浅沼萬里､ 岩崎晃訳 ｢市場と企業組織｣ 日本

評論社､ 1980年｡

６) 朴修賢 ｢スイッチング障壁が顧客ロイヤル

ティと顧客満足に与える影響｣ 大阪成蹊大学

現代経営情報学部研究紀要､ 第５巻､ １号､

2008年３月､ 87ページ｡

７) 田中辰雄他 ｢ネットワーク外部性とスイッ

チングコストの経済分析｣ 競争政策研究セン

ター共同研究､ 2005年､ 17ページ｡

８) 朴修賢､ 前掲論文､ 88ページ｡

９) 立原茂・野口正人 ｢ネットワーク効果と日

本の電気通信政策｣ 『東海大学政治経済学部

紀要』 第36号､ 2004年､ 200ページ｡

10) 田中辰雄他､ 前掲論文､ 17ページ｡

11) ��������� ����������� ���������������������������������������������(1998)�
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部性とスイッチングコストの経済分析｣ 競争

政策研究センター共同研究､ 2005年､ 17ペー

ジ｡
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11月､ 28ページ｡

13) 田中辰雄他前掲論文､ 2005年､ 17ページ｡
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どを参照｡ 実証研究としては､ ��､ ��電話､
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17) ロックイン (�������) 効果についてはじ
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